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研究開発の成果

平成２８年度採択 「⾼電圧半導体スイッチを使⽤した電⼦線滅菌⽤⾼電圧パルス電源の開発」
株式会社パルスパワー技術研究所（滋賀県) 主たる技術︓製造環境

・従来のサイラトロン（真空管）の代わりに、８ｋＶ以上の耐圧を有する半導体スイッチ（ＳＩサイリスタ等）を開発。
・この半導体スイッチを使⽤した⻑寿命の⾼電圧パルス電源を開発する。
・これでマイクロトロンを使⽤した電⼦線滅菌装置を駆動可能とするものである。
・従来、電⼦線滅菌装置はベルギーのロードトロンが市場を独占してきたが、本研究開発により、ロードトロンに⽐べ、出
⼒可変、低コスト、⾼効率、⼩型の国産・⼯業⽤電⼦加速器の実現を⽬指す。

■SIサイリスタの開発
•耐電圧７．６ｋV、ピーク電流５ｋAの単発動作と６ｋV、６００Aで５
００Hzの繰り返し動作の確認ができた。
•特性のばらつきが⼤きく、歩留まりが悪い課題は残ったが、継続した改良によ
り、世界的にも他に類を⾒ない画期的なデバイスの実現の可能性が極めて
⾼いことを確認した。
■⾼電圧パルス電源の開発
•電源のモジュール化、光ファイバーの活⽤・油絶縁冷却による⼩型化、サイリ
スタを使⽤した１ｋHz動作が確認できた。
•平成３０年度は、⾦属技研㈱が保有するマイクロトロン加速器施設に開
発した電源を仮設置し、実負荷での動作確認を⾏い、マイクロトロンを負荷
として安定に動作することの確認と必要な電⼦ビームの加速が得られることを
確認し、電⼦ビーム加速⽤電源としての妥当性を確認した。
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マイクロトロン負荷での実負荷試験
・⾦属技研様の装置に組み込み評価試験


